
資料 2-1 生活困窮者の可視化 

 

(A) 新規相談の割合 
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資料 2-1 生活困窮者の可視化 

(B)  住居確保給付金支給状況 

 
 

支給区分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

初回件数 16 4 215 66 59 

延長件数 4 2 29 43 20 

再延長件数 0 0 0 17 10 

再々延長件数       10 0 

再支給       48 16 

中止件数 1 2 11 5 2 

利用実人数 7 3 79 55 32 

 

59

20

10

16

2

利用実人数

32

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

50

100

150

200

250

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

住居確保給付金の支給状況
出典：木更津市福祉部福祉相談課

初回件数 延長件数 再延長件数 再々延長件数

再支給 中止件数 利用実人数


